


登
場
人
物
例

与太郎 たいこもちのの一八
落語の噺に頻出する最重要人物。
愛されキャラ。
失敗を繰り返しながらも飄 と々生きている。
いつまでも精神的に成長しないが、時折、
哲学的な側面を見せ周りを驚かせる。

お座敷で踊ったり歌ったりし、話術で座を
持たせる幇間、たいこもちという職業。　
持ち物は商売道具の扇子だけ。
人に見せるような芸もないのに、金づるを
探してただただ歩き回っている。
いつも若旦那につきまとってお金をせびる。
ゴマスリがうまい。
主な出演
愛宕山、富久、たいこ腹など

叔父「お前はこれからなんで飯を食っていく。」
与太郎「茶碗と箸で。」
叔父「母親が泣いてるぞ。」
与太郎「年増泣かせた。」

 

人
間
は
滑
稽
な
生
き
物
な
ん
て
こ
と
を
申
し
ま
す
が
、

そ
の
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
の
は
、
な
ん
で
も
な
い
日
常

の
、
な
ん
で
も
な
い
振
る
舞
い
に
こ
そ
宿
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

 

我
々
庶
民
が
織
り
な
す
日
常
は
元
来
ユ
ー
モ
ア

に
溢
れ
て
い
る
。
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
人
々

は
気
づ
く
こ
と
な
く「
緊
張
」し
た
日
々
を
送
る
。

凝
り
切
っ
た
緊
張
を
緩
和
す
る
オ
チ
の
よ
う
な

存
在
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

落
語
は
、
だ
ら
し
な
い
人
間
が
集
っ
た

滑
稽
な
弱
者
の
世
界
の
物
語
で
あ
り
、

と
も
す
れ
ば
あ
る
種
、
現
代
の
桃
源
郷
と

呼
べ
る
か
も
し
れ
な
い —

—

  

街
中
に
い
る
な
ん
で
も
な
い
人
間
を
よ
く
よ
く
眺

め
て
み
れ
ば
も
く
も
く
と
妄
想
が
膨
ら
ん
で
き
て
…
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
他
愛
も
な
い
お
噺
。
一
席
お
付

き
合
い
願
っ
て
お
き
ま
す
。

零 

「
緊
張
」
し
た
世
界
に
潜
む
人
間
の
ユ
ー
モ
ア —

—
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落語の構造モデル 三題噺 芝の浜 財布 酔っ払い 名作「芝浜」
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弐 

あ
ひ
る
の
中
は
あ
ひ
る
だ
そ
う
な —

—

壱 
滑
稽
噺
は
時
に
即
興
に
て —

—

 

人
間
の
ユ
ー
モ
ア
を
描
き
出
す
こ
と
を

目
論
み
、
都
市
の
人
物
の
振
る
舞
い
を
切

り
取
る
。
身
な
り
仕
草
か
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
妄
想
し
、噺
を
組
み
立
て
て
い
く
。

名作

「芝浜」
 

落
語
の
笑
い
は
、
噺
家
の
秀
逸
な
誇
張
表
現
か

ら
生
ま
れ
る
。
現
実
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
全

て
と
は
限
ら
な
い
。
阿
呆
な
ま
で
の
誇
張
が
時

に
無
限
の
世
界
を
描
き
出
す
の
で
あ
る —

—

 

即
興
で
作
り
上
げ
る
滑
稽
噺
の
舞
台
と
な
る
の

は
、
主
人
公
の
姿
が
誇
張
的
に
描
か
れ
た
化
身

の
よ
う
な
建
築
で
あ
る
。
内
部
に
は
、
そ
の
者

の
た
め
だ
け
の
限
定
的
な
空
間
が
存
在
す
る
。

 

江
戸
時
代
、
三
題
噺
と
い
う
見
世
物
が
流
行
し

た
。
客
席
か
ら
三
つ
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
即
興

で
噺
を
演
じ
る
も
の
だ
。
合
言
葉
を
三
つ
揃
え

れ
ば
、
滑
稽
噺
は
設
計
で
き
る
の
で
あ
る
。



浅草

古典落語に出てくる地名地名

落語の舞台となった場所舞台

現在の寄席と過去の寄席寄席

橘舘

宝来舘

浅草演芸ホール

木馬亭

江戸舘

金車亭

東橋亭

浅草寺

馬道浅草神社

宝蔵門

金龍山浅草餅

亀十

西島商店

吉原神社

吉原大門跡
見返り柳

山谷堀公園

待乳山聖天

隅田公園

向島見番

細川下屋敷跡

牛島神社

旧猿若町

長命寺

三囲神社

長命寺桜もち

土手の伊勢屋
桜なべ 中江

浅草寺五重塔
弁天山

神谷バー
浅草寺雷門

誓願寺店跡

菊屋橋跡

姥が池

吾妻橋

六郷家浅草の閻魔
淡島さま

伊雑太神宮

伊豆熊

一直

因果地蔵

岡田

奥山

金竜山餅

草津

久米の平内五重塔

十二階
十二階下

随身門
総菜

東照宮

時の瞳

仁王
仁王門

二十軒茶屋

日音院

二天門

花屋敷

一ツ家

瓢箪池
文箱地蔵

弁天山

松島

大金

総泉寺

猿之助横丁

富士横丁

浅草田圃

中田圃

市村座 今戸河岸
北新町

金波楼慶養寺
聖天の森

袖摺稲荷

竹屋

幸竜寺

海禅寺

猿若町

道哲

山谷堀

聖天

待乳山 桜橋

山谷橋

今戸八幡

称福寺

長昌寺仰願寺

玉姫稲荷

衣紋坂

大門

吉原

万梅

矢大臣門

藪の内

凌雲閣 山の宿

羊新道

堀

八百善

大和屋

有明楼

吉田屋

吉野橋

三囲
都鳥

細川家

葛西太朗 (平岩 )
牛屋の雁木

隅田川

言問橋

相万
秋葉の常灯明 揚屋町 浅茅ヶ原

朝日丸屋
朝日楼 編笠茶屋 井桁伊勢屋

池田屋 稲弁
稲本

江戸町

近江屋
岡本楼

お歯黒溝
尾張屋

会所 角海老

金子

河内屋

桔梗屋

北国

京町
桐半

金瓶大黒
九郎助稲荷 五十間

桜屋 さと
佐野槌

品川楼

痔の神様
重箱

新稲弁

水道尻 須崎万次郎
角町

大吉 大文字屋
高島屋
竹村

玉屋 町 丁字屋 鶴和泉 土手
豊田屋
なか

中米楼
仲の町 中万字屋 西河岸

西ノ宮

浜田
兵庫屋 平松 二葉屋 伏見町 弁天屋 蓬萊屋

北州 北廓 北国 舛港 升見屋
万寿屋

待合の辻

松金 松葉屋
松屋 丸子尾張

丸八
丸屋 万字楼 三浦屋

武蔵屋
安尾張

安大黒

山口巴

山口屋

八幡楼

羅生門河岸
悪河岸

敷地は浅草。かつては滑稽な弱者が集い、人間の生々しさに溢れていた ——

古典落語の舞台となった場所の図
浅草は最も多く登場した地域の一つである




